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様式第９号(第28条関係)                        ＜記載例＞ 

土地履歴調査結果報告書 

  年  月  日  

 

広島県 ○ ○ 厚生環境事務所長 様 

                氏名又は名称及び住所並びに法 

                人にあってはその代表者の氏名 

届出者 

 広島市中区基町１０－５２ 
  広島○○株式会社 
   代表取締役 広島 太郎 

    

 広島県生活環境の保全等に関する条例第40条第1項の規定により，土地履歴調査の結

果について，次のとおり報告します。 

土 地 の 改 変 に 係 る 

事 業 の 名 称 

 
Ａマンション建設工事、Ｂ社工場土地造成事業等 
 

土地の改変をしようと

す る 土 地 の 所 在 地 

 
○○市○○町○○－○○ 
 

土地の改変をしようと

す る 土 地 の 面 積 
 １,５００㎡  用 途 地 域 

準工業地域、商業
地域、農地等 

土地の改変をしようと

する土地及びその周辺

の 現 在 の 利 用 状 況 

ガソリンスタンドの跡地を利用するものであり、周辺は民家，
商店がある。 
（土地の改変をしようとする土地及びその周辺の地図を添付）                            

土地の改変をしようと

す る 土 地 の 所 有 者 

 
△△工事株式会社 
（土地の所有者が届出者と異なる場合に記載） 

土地の改変の実施後の

土 地 利 用 の 計 画 

・○階建て、延べ面積○○ｍ２のマンションを建設する。 
・○○製造工場（具体的な建物名）を建設する。 

土 地 履 歴 調 査 の 

実 施 結 果 

  

 別紙のとおり 

  

※ 整 理 番 号 
 

 
※ 受 理 年 月 日   年  月  日 

※ 審 査 結 果 
 

 

※ 備 考 
 

 

注 1 ※印の欄には，記載しないこと。 

  2 報告書及び別紙の用紙の大きさは，図面，表等やむを得ないものを除き，日本

   工業規格Ａ列4とすること。 
 

開発行為の場合は「開発区域の面積」、

宅地造成又は特定盛土等の場合は「切土

又は盛土をする面積」となります。 
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別紙 

土 地 履 歴 調 査 の 実 施 結 果 

土 地 の 利 用 の 履 歴 

 

・昭和４６年～昭和５３年 農地 
 
・昭和５３年～現在（平成○○年○○月）まで 
             ガソリンスタンド 
 
 
 
 
 

過去に設置されていた

土壌関係特定事業場の

名称 

 

○○㈱△△給油所 
 

 （業 種： ガソリンスタンド     ） 

製造され，使用され又

は処理されていた土壌

関係特定有害物質の種

類 

 
 ベンゼン 
 
 

 

 

 

 

土壌関係特定有害物質

の取扱状況 

地下タンクにガソリン、灯油、
軽油を貯蔵。自動車等に給油
する。取扱量○○ｋL／月 

 

 

 

 

土壌関係特定有害物質

の排出状況 

給油時に蒸発する程度。漏洩
した油は、油水分離槽で回収
する。廃油は、業者処理委託
する。 

 

 

 

 

土壌関係特定有害物質

の保管状況 

地下タンクにガソリン、灯油、
軽油を貯蔵。 
 タンク容量○○ｋＬ×○基 

 

 

 

 

そ の 他 特 記 事 項 

 
土壌の自主測定を実施済み。 
 
 

 

 

 

 

注 複数の土壌関係特定事業場が存在した場合は，事業場ごとに調査の実施結果を作成

 すること。 

 

  

【添付書類】 

 ア 改変予定地及びその周辺の地図 

 イ 土地の登記事項証明書又は登記簿の謄本・抄本、公図の写し 

※届出を行う時点で取得から３か月以内かつ届出を行う時点での登記内容が記載され 

ているもの。法務局等で取得してください。 

 ウ 土地の改変をしようとする土地の面積の算出根拠となった資料（計画平面図，求積図，

丈量図等） 

エ 過去の地図情報（可能な範囲で） 

 オ 土地の所有者、近隣の住民等からの聞き取り（可能な範囲で，聞取内容を別紙にて添付） 

 カ 行政機関が所有する情報（汚水等関係特定事業場があれば、その図面、事故の有無等） 

 キ 自主的な土壌の汚染状況に係る調査の結果（過去に実施していた場合） 


